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一

句
数
と
字
種
数
グ
ラ
フ

い
う
ま
で
も
な
く
『
万
葉
集
』
は
漢
字
ば
か
り
を
用
い
て
表
記
し
た
、
漢
詩
文
な
ど
を
も
含
む
和
歌
集

で
あ
る
。
目
録
部
も
含
め
た
巻
�
か
ら
巻
�
ま
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
総
字
種
（
異
な
り
字
数
）

は
約２

５
０

０

文
字
を
数
え
、
総
延
べ
字
数
は
約１

８
１

９
０

０

文
字
に
も
及
ぶ
。
今
、
こ
の
『
万
葉
集
』

全
二
十
巻
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
字
数
（
以
下
、
目
録
部
を
除
く
）
を
、
歌
句
部
は
�
縦
棒
グ
ラ
フ
で
、

漢
文
部
（
題
詞
・
左
注
・
漢
詩
文
な
ど
）

は
�
縦
棒
グ
ラ
フ
で
巻
ご
と
に
積
み
重
ね
て
図
示
す
る
。
ま
た
同

じ
く
歌
句
部

と
漢
文
部
�
と
の
二
つ
に
分
け
て
、
そ
の
使
用
字
種
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
、

ま
た
更
に
、
和
歌
が
五
音
句
と
七
音
句
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
一
句
を
な
す
五
・

七
音
節
の
平
均
を
各
歌
体
の
多
寡
に
よ
る
誤
差
を
考
え
ず
に
六
音
節
と
す
る
と
、
一
句
が
何
文
字
で
表
記

さ
れ
て
い
る
の
か
の
、
巻
ご
と
の
総
句
数
（
図
表
最
下
段
値
）

に
対
す
る
歌
句
部
の
み
の
字
数
の
割
合
で
あ

る
句
中
平
均
字
数
値
を
折
れ
線
�
グ
ラ
フ
で
、
図
示
す
る
と
〔
図
表
〕
の
よ
う
に
な
る
。

二

仮
名
表
記
と
巻
五

ま
ず
、
〔
図
表
〕
上
部
の
句
中
平
均
字
数
の
値
が�

６

字
以
上
と
山
型
に
高
い
巻
�
�
�
�
�
�
は
、

和
歌
の
一
句
の
基
調
で
あ
る
五
・
七
音
節
数
に
文
字
数
が
近
接
し
、
一
字
一
音
節
表
記
と
呼
ば
れ
る
諸
巻

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
巻
々
の
表
記
は
音
節
に
文
字
が
対
応
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
句
中
平
均
字
数
が
山
型
で

あ
る
の
と
は
対
称
的
に
歌
句
部
の
字
種
数
が
低
く
、
す
べ
て５

０
０

字
未
満
と
谷
型
を
示
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
音
数
律
が
固
定
し
て
い
る
限
ら
れ
た
文
字
表
現
の
中
で
同
一
の
文
字
を
繰
り
返
し
多
用
し
て
い
る

ま

な

か

な

の
は
、
そ
こ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
が
、
表
意
文
字
（
真
字
）
で
は
な
く
表
音
文
字
（
仮
字
）
を
中
心

に
表
記
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
一
字
一
音
節
の
仮
名
表
記
を
主
体
と
し
た
歌
巻
で
あ
る
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
巻
�
の
歌
句
部
字
種
が４

４
８

字
と
他
巻
に
比
し
て
谷
型
が
浅
い
の
は
、
国
歌
大
観

番
号
八
八
三
番
以
前
の
歌
々
に
比
べ
て
、
八
八
四
番
以
降
の
歌
、
特
に
山
上
憶
良
の
歌
々
に
訓
字
表
記
の

多
発
す
る
こ
と
が
原
因
す
る
。
た
だ
し
、
訓
字
を
除
く
仮
名
字
母
に
関
し
て
い
え
ば
、
た
っ
た
一
字
の
訓

も

仮
名
「
裳
」
（
�
八
九
七

）
を
例
外
と
し
て
す
べ
て
音
仮
名
で
あ
る
こ
と
は
他
巻
と
異
な
る
。
巻
頭
の
大
伴

旅
人
の
歌
（
�
七
九
三

）
を
取
り
挙
げ
て
、
仮
名
表
記
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

よ

ノ

な

か

は

余
能
奈
可
波

む

な

し

き

も

ノ

ト

牟
奈
之
伎
母
乃
等

し

る

ト

き

し

志
流
等
伎
子

い

ヨ

ヨ

ま

す

ま

す

伊
与
余
麻
須
万
須

か

な

し

か

り

け

り

加
奈
之
可
利
家
理

さ
て
、
単
に
仮
名
表
記
と
い
っ
て
も
現
代
に
お
け
る
音
節
と
仮
名
と
の
関
係
と
は
、
後
述
す
る
傍
線
を

施
し
た
特
殊
仮
名
を
除
外
し
て
も
、
大
き
く
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
で
は
そ
の
大
部
分
の
も
の
が
、

一
音
節/
y
o
/

に
対
し
て
平
仮
名
「
よ
」
か
、
片
仮
名
「
ヨ
」
か
の
一
種
、
混
用
し
た
と
し
て
も
二
種
で
あ

る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
代
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
む
し
ろ
例
外
で
、
一
音
節
を
示
す
仮
名

１
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は
数
種
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
例
え
ば
前
歌
の/

y
o
/

と
い
う
一
つ
の
音
節
を
表
す
の
に
用
い
た
仮
名
は
、

同
一
歌
中
に
お
い
て
さ
え
「
余
・
与
」
の
二
種
、
巻
�
で
は
こ
の
他
に
「
欲
・
用
・
容
」
な
ど
が
あ
る
。

通
説
の
上
代
八
母
音
説
に
よ
れ
ば
『
万
葉
集
』
全
体
で
は
八
十
七
音
節
（
い
ろ
は
歌4

7

、
濁
音2

0

、
特
殊

仮
名2

0

ヤ
行
エ/

y
e
/

を
含
む
）
が
存
在
す
る
が
、
歌
句
部
の
総
字
種１

９
１

２

字
中
、
一
字
一
音
節
仮
名

は７
０

０

余
字
あ
る
。
し
か
も
、
集
中
の
一
字
一
音
節
仮
名
の
中
に
は
、
一
つ
の
字
種
、
例
え
ば
「
移
」

に
対
し
て
イ
・
ヤ
二
種
の
音
仮
名
字
母
、
「
烏
」
に
対
し
て
ウ
・
ヲ
の
二
種
の
音
仮
名
字
母
と
な
っ
て
い

ヤ
・

の

ヤ
・

よ

モ
・

け

マ
・

そ

エ
・

そ

る
仮
名
が
あ
る
ほ
か
、
音
・
訓
両
用
仮
名
（
「
野
」
「
夜
」
「
毛
」
「
麻
」
「
衣
」
な
ど
）
ま
で
あ
わ
せ
含
め

る
と
一
字
種
二
字
母
以
上
の
一
音
節
仮
名
は１

０
０

余
例
が
確
認
で
き
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
体
的
に
見
れ
ば
こ
の
よ
う
に
不
合
理
で
混
乱
を
き
た
す
か
に
見
え
る
仮
名
の
用
法
も
、

各
巻
別
、
作
歌
者
別
な
ど
個
別
的
な
条
件
の
下
で
は
比
較
的
理
解
し
易
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
上
に
見

う
つ

か
ら

す

た
例
に
則
せ
ば
、
仮
名
字
母
は
同
一
字
種
の
正
訓
字
（
「
移
る
」
「
烏
」
）
と
の
交
用
は
避
け
ら
れ
る
傾
向

に
あ
る
し
、
「
移
」
を
イ
に
使
う
の
は
巻
�
の
大
伴
家
持
関
係
歌
に６

例
と
巻
�
に１

例
で
、
ヤ
に
使
っ

ふ
さ

さ
き

た
の
は
巻
�
の
藤
原
房
前
の
歌
に１

例
の
み
で
あ
り
、
「
烏
」
を
ウ
に
使
う
の
は
巻
�
�
を
除
く
巻
�
�

う

め

�
�
の
仮
名
主
体
表
記
歌
巻
で
、
し
か
も
「
烏
梅
」
に
充
て
る
時
の
み
、
ヲ
に
使
っ
た
の
は
柿
本
人
麻
呂

を

と
こ

じ

も
の

歌
の
巻
�
「
烏
徳
自
物
」
（
『
代
匠
記
』
）１

例
の
み
で
あ
る
。
音
・
訓
両
用
仮
名
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
「
余

〇

乃
奈
迦
野
」
（
�
八
〇
四
）

〇

は
古
写
本
・
版
本
す
べ
て
「
ヨ
ノ
ナ
カ
ノ
」
と
施
訓
し
て
い
る
が
、
「
野
」
が

文
脈
上
か
ら
係
り
結
び
に
よ
る
反
語
の
ヤ
で
あ
る
（
『
古
義
』

ス

）
ば
か
り
で
な
く
、
同
一
歌
中
に
す
で
に
「
周

グ

シ

ヤ

リ

ツ

レ

具
斯
野
利
都
礼
」
と
あ
る
。
巻
�
で
「
野
」
は
訓
仮
名
「
ノ
」
に
は
使
わ
な
い
（

お
ほ

の

や
ま

「
大
野
山
」
�
七
九
九
の

固
有
名
詞
は
対
象
外
）

し
、
反
対
に
「
野
」
を
音
仮
名
ヤ
に
使
う
の
は
巻
�
の
み
で
あ
る
（
因
み
に
、
巻
�
固

ウ

エ

ゾ

ヒ

ヒ

ヘ

ミ

ミ

ム

メ

ユ

有
の
音
仮
名
に

愛
俗
卑
嬪
返
尾
微

昧
喩
が
あ
る
）
。
加
え
て
、
巻
�
に
は
直
接
関
与
し
な
い
が
、
万
葉
集
で

音
仮
名
と
訓
仮
名
と
を
交
え
て
一
文
も
し
く
は
一
単
語
を
表
し
た
狭
義
の
意
味
で
の
音
訓
交
用
表
記
中
に

用
い
る
訓
仮
名
あ
る
い
は
音
仮
名
は
、
「
毛
」
を
除
い
て
、
仮
名
と
し
て
訓
（
音
）
専
用
の
も
の
か
、
両

用
仮
名
の
う
ち
の
訓
（
音
）
頻
度
の
高
い
も
の
に
限
ら
れ
（
稲
岡
耕
二
『
萬
葉
表
記
論
』1

9
7
6

）
、
誤
読
を
防

ぐ
た
め
の
慎
重
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

次
に
同
じ
く
前
歌
で
、/n
a
/

の
音
節
は
三
度
現
れ
る
が
三
字
と
も
「
奈
」
仮
名
で
あ
る
。
巻
�
で
は
「
奈
」

１
５

４

例
、
「
那
」２
１

例
の
二
種
の
字
母
が
あ
り
、
「
那
」
は
憶
良
歌
に
特
徴
的
で
は
あ
る
（１

１

例
）

が
、
旅
人
歌
に
も
「
梅
花
の
宴
」
（
�
八
二
二
）
に１

例
あ
る
。
し
か
し
、
「
梅
花
の
宴
」
の
筆
録
者
は
「
筑

〇

〇

前
守
山
上
大
夫
」
と
あ
る
憶
良
で
も
、
「
主
人
」
と
あ
る
旅
人
で
も
な
い
別
人
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
か
え
っ
て
三
箇
所
の
同
字
は
旅
人
的
で
あ
る
と
さ
え
い
え
る
。
一
方
、/

y
o
/

の
音
節
も
三
度
現

れ
る
が
第
四
句
目
の/

y
o
/

は
連
続
し
た
の
で
「
伊
与
余
」
と
音
節
単
位
で
字
種
を
変
え
る
広
義
の
意
味
で

２



の
変
字
法
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
変
字
も
作
歌
者
自
身
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は

筆
録
者
や
編
纂
者
、
更
に
は
伝
本
の
書
写
者
の
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
の
判
断
は
慎
重
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
巻
�
の
歌
句
中
お
ど
り
字
（
重
点

）７
４

例
の
単
純
頻
度
率
で
は
、
憶
良
歌
が６

２

８

句
中５

２

字
の�

３
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
旅
人
歌
は３

０

句
中
に１

例
（
�
八
一
一
第
二
句

）
の
み

で�
３

％

と
い
う
状
況
（
日
吉
『
万
葉
集
歌
句
漢
字
総
索
引
』
附
編1

9
9
2

）

ま

す

ま

す

で
あ
る
。
つ
づ
く
「
麻
須
万
須
」

の
二
音
節
の
反
復
で
も
、
憶
良
歌
の
「
奈
保

」
（
『
類
聚
古
集
』
に
よ
る
。
『
西
本
願
寺
本
』
で
は
「
奈
保
奈

保
」
�
八
〇
一

）
、
「
久
礼

」
（
�
八
八
八

）
、
「
家
布

」
（
�
八
九
〇

）
、
「
許
等

」
（
�
八
九
七

）
、

よ
ろ
し

吉
田
宜

歌
の
「
麻
都

」
（
�
八
六
五

）
、
「
波
漏

」
（
�
八
六
六

）
に
対
し
て
旅
人
歌
に
例
を
見
ず
、

こ
の
場
合
も
反
復
の
重
点
を
避
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
掲
載
歌
は
旅
人
自

身
の
個
人
的
な
表
記
意
識
が
使
用
字
母
に
反
映
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
仮
名
主
体
表
記
諸
歌
巻
に
お
い
て
も
、
巻
�
は
漢
文
部
の
字
種
が１

０
９

５

文

字
と
突
出
し
て
高
く
、
題
詞
・
左
注
を
も
つ
訓
字
表
記
の
巻
で
も
漢
文
部
の
字
種
の
平
均
が４

０
０

～５

０
０

前
後
で
あ
る
の
と
比
べ
れ
ば
、
第
二
位
の
巻
�８

１
０

字
種
と
共
に
他
の
諸
巻
と
は
き
わ
だ
っ
た
違

い
を
示
し
て
い
る
。
承
知
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
が
後
世
の
和
歌
集
と
大
き
く
相
違
す
る
点
の
一
つ
と
し

て
漢
詩
文
が
含
ま
れ
て
い
る
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
だ
っ
た
作
品
が
こ
の
二
巻
に
集
中
し
て

い
る
が
た
め
の
数
値
結
果
で
あ
る
。
歌
謡
の
仮
名
表
記
と
漢
文
表
記
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
夙
に
春
日
政

治
は
「
仮
名
発
達
史
序
説
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
文
学
』1

9
3
3

『
著
作
集
１
』1
9
8
2

所
收
）

に
お
い
て
、

元
来
記
・
紀
に
於
け
る
一
音
一
字
式
は
、
編
者
の
意
識
的
整
理
が
施
さ
れ
て
ゐ
て
、
漢
文
中
に
挿
入

す
る
純
国
語
と
し
て
の
彼
の
訓
註
と
共
に
、
其
の
漢
文
と
画
然
区
別
さ
る
べ
く
企
て
ら
れ
た
跡
が
顕

著
で
あ
る
。
（
中
略
）
尚
万
葉
集
巻
五
の
歌
が
一
音
一
字
式
を
取
つ
た
こ
と
な
ど
も
、
序
文
や
書
簡

の
長
い
漢
文
に
挿
入
さ
れ
た
為
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
ゐ
る
や
う
に
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
巻
�
の
作
品
群
は
神
亀
五
年
か
ら
天
平
五
年
ご
ろ
ま
で
と
作
歌
年
次
の
幅
が
狭
く
、
こ

の
巻
だ
け
で
「
編
者
の
意
識
的
整
理
」
（
旅
人
説
・
憶
良
説
・
旅
人
周
辺
者
説
が
あ
る
）
が
施
さ
れ
た
一

個
の
編
纂
物
を
な
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
『
記
紀
』
の

表
記
形
式
、
つ
ま
り
散
文
は
漢
文
式
に
、
歌
謡
は
音
仮
名
主
体
に
よ
る
表
記
形
式
を
継
承
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
。
更
に
、
こ
の
春
日
説
を
基
軸
と
し
て
古
屋
彰
は
「
序
や
書
簡
の
漢
文
と
歴
然
区
別
す
る
た

め
に
と
ら
れ
た
歌
謡
の
仮
名
表
記
の
法
が
、
あ
く
ま
で
対
他
意
識
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

漢
文
を
伴
わ
な
い
場
合
で
も
他
に
示
す
」
意
識
が
あ
っ
た
（
「
万
葉
集
仮
名
表
記
歌
の
表
記
意
識
を
め
ぐ
っ
て
上

・
下
」
『
国
語
と
国
文
学
』1

9
6
7
．
5
-
6

）

と
い
う
注
目
す
べ
き
論
を
提
出
し
、
漢
文
部
の
字
種
数
が
低
い
巻
�

東
歌
（
東
国
地
方
語
彙
を
示
す
）
、
巻
�
前
半
部
（
遣
新
羅
使
人
等
歌
は
長
上
に
示
す
）
後
半
部
（
中
臣

３



宅
守
と
茅
上
娘
子
の
贈
答
歌
）
に
も
適
用
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
説
得
力
を
も
つ
。
た
だ
し
、
古
屋
説
が

「
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
な
お
（
稿
者
注
、
巻
�
所
載
歌
の
天
平
勝
宝
二
年
か
ら
五
年
ご
ろ
）
、
私
的
に
は
音
訓

交
用
表
記
が
最
も
自
然
で
あ
っ
た
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
な
お
万
葉
歌
は
「
万
葉
仮
名
文

よ
り
も
漢
文
体
に
近
い
変
体
漢
文
体
や
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
体
の
方
が
」
正
式
の
表
記
法
で
あ
り
「
晴
れ

の
場
合
の
表
記
体
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
」
と
す
る
井
手
至
ら
の
主
張
（
「
万
葉
集
の
文
字
意
識
」
『
萬

葉
集
講
座
』
第
三
巻1

9
7
3

）
と
で
、
そ
こ
に
文
字
表
記
意
識
論
の
差
を
見
る
。
古
屋
説
が
い
う
よ
う
に
、
た

と
え
「
一
字
一
音
を
主
体
と
す
る
仮
名
表
記
が
音
訓
交
用
表
記
に
比
し
て
新
し
い
時
代
性
を
示
し
」
た
と

し
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
音
訓
交
用
表
記
が
「
私
的
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
繋
が
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

三

訓
字
表
記

次
に
訓
字
表
記
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
歌
句
部
の
字
種
数
が９

３
９

と
一
番
高
い
巻

�
は
、
正
訓
文
字
を
主
体
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
字
種
の５

０
０

を
線
対
称
と
し
て
、
漢
文

部
の
字
種
数
が７

４

と
最
も
低
い
の
は
、
漢
詩
文
は
も
ち
ろ
ん
和
歌
一
首
ず
つ
の
作
歌
事
情
に
か
か
わ
る

題
詞
や
左
注
な
ど
が
な
く
「
正
述
心
緒
」
「
寄
物
陳
思
」
な
ど
の
分
類
項
目
が
あ
る
の
み
の
結
果
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
巻
�
の
句
中
平
均
字
数
が�

５

と
二
十
巻
中
も
っ
と
も
低
い
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
巻
に
は
柿
本
人
麻
呂
歌
集
か
ら
一
度
に
「
一
百
四
十
九
首
」
（
�
二
五
一
六
左
注
）

を
採

り
集
め
て
載
録
し
た
中
に
、
散
文
の
和
化
漢
文
体
の
如
き
も
の
や
各
句
二
文
字
ず
つ
で
揃
え
た
漢
詩
の
如

き
も
の
な
ど
、
い
ず
れ
も
正
訓
文
字
わ
ず
か
十
文
字
で
表
記
し
た
歌
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
「
略
体
歌
」
（
阿

蘇
瑞
枝
『
柿
本
人
麻
呂
論
考
』1

9
7
2

）

と
呼
ば
れ
る
歌
々
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
ら

た
ま
を

・
白
玉

て
に
ま

従

き
し
よ
り

手
纒

わ
す
れ

不

じ
と
お
も

ひ
し

こ
と
は

忘

念

な
に

か
を
は
ら
む

何

畢

（
�
二
四
四
七
）

は
る

や
な

ぎ

か
づ

ら
き
や
ま

に

た
つ
く
も

の

た
ち

て
も

ゐ
て
も

い
も

を
し
そ
お

も
ふ

・
春
楊

葛

山

發
雲

立

座

妹

念

（
�
二
四
五
三
）

第
一
首
目
の
意
字
的
な
「
従
」
「
不
」
を
除
き
、
助
詞
・
助
動
詞
・
活
用
語
尾
を
一
切
表
記
し
な
い
上

に
、
第
二
首
目
は
序
詞
の
類
音
「
た
つ
」
に
変
字
を
用
い
た
訓
字
表
記
の
典
型
で
、
「
略
体
歌
」
命
名
以

前
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
簡
古
（
『
代
匠
記
』
惣
釈
）

体
・
詩
体
（
賀
茂
真
淵
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
之
歌
考

序
」
）

な
ど
の
呼
称
を
持
ち
、
書
式
、
読
み
添
え
、
私
家
集
編
纂
な
ど
の
論
点
か
ら
も
重
要
で
あ
っ
た
。

殊
に
近
時
、
稲
岡
は
表
記
史
と
い
う
立
場
か
ら
「
す
べ
て
を
訓
字
で
表
し
、
付
属
語
表
記
の
極
端
に
省
か

れ
た
も
の
は
、
比
較
的
に
古
い
時
代
の
表
記
」
（
古
体
歌
）

で
あ
り
、
次
述
す
る
「
音
仮
名
を
多
く
混
じ
え

て
語
形
の
細
部
ま
で
丹
念
に
表
す
の
は
新
し
い
」
表
記
（
新
体
歌
）

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
極
端
な
訓
字
表
記
の
書
式
と
一
字
一
音
節
仮
名
表
記
と
の
中
間
に
あ
る
の
が
、
巻
�
を
含
む
歌
句

部
の
字
種５

０
０

以
上
の
巻
々
の
歌
々
で
、
訓
字
を
主
体
と
し
て
日
本
語
特
有
の
助
詞
・
助
動
詞
・
活
用

語
尾
な
ど
を
音
・
訓
仮
名
に
よ
っ
て
補
助
的
に
表
記
し
た
訓
字
主
体
表
記
（
広
義
の
音
訓
交
用
表
記
）
で

４



あ
る
。い

づ

く

に

か

ふ
ね

は
て

す

ら

む

あ

れ

の

さ
き

こ
ぎ

た

み

ゆ
き

し

た
な
な
し

を

ぶ
ね

・
何
所

可

船
泊
為
良
武

安
礼
乃
崎

榜
多
味
行
之

棚
無
小
船

（
�

五
八
）

お
く

ら

ら

は

・
憶
良
等
者

い
ま

は

ま
か

今
者
将

ら
む罷

こ

な
く

子
将

ら
む哭

そ
の
か
の

は
は

も

其
彼
母
毛

あ

を

ま
つ

吾
乎
将

ら
む

そ

待
曽

（
�
三
三
七
）

助
詞
・
助
動
詞
の
表
記
を
明
示
し
読
み
添
え
を
必
要
と
し
な
い
上
に
、
一
首
目
は
固
有
名
詞
「
安
礼
」

に
音
仮
名
を
使
用
す
る
原
初
的
表
記
で
読
み
誤
り
を
防
い
で
い
る
。
更
に
傍
線
部
の
補
助
的
部
分
を
小
字

せ
ん
み
ょ

う
が
き

で
書
い
た
、
い
わ
ゆ
る
宣
命
書
（
宣
命
小
書
体
）
と
呼
ば
れ
る
表
記
形
式
で
記
し
た
和
歌
も
あ
る
。

そ
ら

み

つ

・
虚
見

や
ま

都

と

の

く
に

は

山
跡
乃
国

み
づ

波

ノ

水

う
へ

は

上

つ
ち

波

ゆ
く
ご
と

く

地
往
如

ふ
ね

久

ノ

船
う
へ

は

上

と
こ

波

ニ

床
を
る

ご
と

お
ほ
か
み

の

座
如
大
神

い
は

乃

へ
る

く
に

そ

鎮
在
国
曽

…
…
（
�
四
二
六
四
）

く
し

き
り
ょ
う

じ
ょ
う
し

ょ
し

き

宣
命
そ
の
も
の
は
公
式
令
第
廿
一
詔
書
式
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
和
文
体
の

み
こ
と

の
り

詔

で
あ
り
、
「
重
大
な

る
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
読
み
誤
ら
な
い
よ
う
に
、
万
葉
仮
字
を
も
っ
て
、
語
尾
の
類
を
明

記
」
（
武
田
祐
吉
「
大
歌
と
歌
宣
命
と
」
『
著
作
集
五
』1

9
7
3

）

し
た
が
、
こ
の
形
式
は
広
く
日
用
文
に
も
用
い

ら
れ
（
武
田
同
書
）
、
持
統
朝
や
文
武
朝
の
宣
命
は
付
属
語
と
自
立
語
を
同
大
に
記
す
宣
命
大
書
体
で
記
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
藤
原
宮
跡
出
土
の
木
簡
類
か
ら
も
判
明
し
て
い
る
（
阪
倉
篤
義
「
国
語
史
料
と
し
て
の

木
簡
」
『
国
語
学7

6

』1
9
6
9
．
3

）
。

以
上
、
前
節
「
仮
名
表
記
」
を
含
め
て
古
屋
説
の
用
語
を
援
用
す
れ
ば
、
万
葉
和
歌
の
表
記
形
式
を
純

仮
名
表
記
歌
・
準
仮
名
表
記
歌
・
純
訓
字
表
記
歌
・
準
訓
字
表
記
歌
（
広
義
の
音
訓
交
用
表
記
）

の
四
類
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
史
的
推
移
は
「
大
勢
で
は
訓
字
専
用
↓
音
訓
交
用
↓
音

仮
名
専
用
と
い
う
段
階
を
踏
ん
だ
」
（
小
谷
博
泰
『
木
簡
と
宣
命
の
国
語
学
的
研
究
』1

9
8
6

）
に
し
ろ
『
古
事
記
』

以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
す
る
『
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
之
歌
集
』
よ
り
採
ら
れ
た
歌
に
、
『
古
事
記
』
に
見

ら
れ
る
特
殊
仮
名
「
モ
」
の
二
種
の
書
き
分
け
の
跡
が
な
い
（
馬
渕
和
夫
「
万
葉
時
代
の
音
韻
」
『
別
冊
国
文

学
・
�
３
』1

9
7
9
．
5

）
こ
と
な
ど
も
一
因
と
し
て
、
一
律
に
は
規
定
で
き
な
い
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。

四

特
殊
仮
名
遣
い

前
述
の
一
字
一
音
表
記
と
密
接
に
関
連
し
て
、
一
般
に
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
が
ら
が
あ
る
。
こ
の
呼
称
そ
の
も
の
に
は
研
究
史
上
か
ら
の
命
名
の
問
題
が
あ
っ
て
、
「
特
殊
」
な
の

は
「
仮
名
」
の
使
い
方
で
は
な
く
て
、
上
代
の
音
韻
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
ど
お
り
注
意
を
要
す
る
。

さ
て
、
説
明
の
手
始
め
と
し
て
、
ま
ず
新
・
旧
か
な
づ
か
い
の
差
が
一
番
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
五
十

音
図
で
の
ア
行
と
ワ
行
と
の
か
な
づ
か
い
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
一
九
四
六
年
の
内
閣
訓
令
第
八
号
「
現

代
か
な
づ
か
い
」
の
告
示
の
細
則
の
第
一
類
の
１
は
、

旧
か
な
づ
か
い
の
ゐ
、
ゑ
、
を
は
、
今
後
い
、
え
、
お
と
書
く
。

た
だ
し
、
助
詞
「
を
」
は
、
も
と
の
ま
ま
と
す
る
。

と
あ
る
。
そ
れ
ま
で
ワ
行
の
「
ヰ
・
ヱ
・
ヲ
」
で
表
記
し
て
い
た
、

５



ア
ヰ

ヰ

マ
ヰ

ス
ヰ

ダ
ウ

ウ

コ
ヱ

コ
ウ
ヱ
ン

ス
ヱ

ツ
ヱ

ア
ヲ

ウ
ヲ

ヲ
ン

ド

ト
ヲ

藍
・
居
る
・
参
る
・
水
道
・
植
ゑ
る
・
声
・
公
園
・
末
・
杖
・
青
い
・
魚
・
温
度
・
十

な
ど
を
現
代
文
の
口
語
体
で
は
、
ア
行
の
「
イ
・
エ
・
オ
」
で
表
記
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
旧
か
な
づ
か

い
」
の
五
十
音
図
に
あ
っ
た
「
ヰ
・
ヱ
」
が
、
す
が
た
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
細
則
か
ら
助
詞
で

〇

使
用
す
る
時
の
「
ヲ
」
を
除
い
た
の
は
、
前
節
の
訓
字
主
体
表
記
「
吾
を
待
つ
ら
む
そ
」
や
宣
命
書
で
見

た
よ
う
に
膠
着
語
と
し
て
の
日
本
語
の
特
性
を
現
代
文
に
お
い
て
明
確
に
す
る
た
め
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
現
代
の
五
十
音
図
で
ワ
行
が
「
イ
・
エ
・
ヲ
」
と
な
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ヤ
行

の
「
イ
・
エ
」
も
も
と
も
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
は
ご
く
自
然
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
も
と
よ
り
五
十
音
図
は
奈
良
時
代
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
日
本

最
初
の
現
存
す
る
漢
和
辞
書
で
、
和
訓
を
万
葉
仮
名
で
記
し
て
い
る
『
倭
名
類
聚
鈔
』
（
承
平9

3
1

～9
3
8

年

中
）
な
ど
で
も
ア
行
と
ヤ
行
の
「
エ
」
の
は
っ
き
り
と
し
た
区
別
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
（
「
枝
・
柯
衣
太

」

「
肢
衣
太

」
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
通
常
の
古
語
辞
典
類
に
お
い
て
も
、
「
ゑ
」
の
見
出
し
語
は
当
然
存
在

す
る
も
の
の
、
ヤ
行
で
「
エ
」
を
見
出
し
語
に
立
て
る
も
の
は
存
在
し
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

因
み
に
、
明
治
六
年
『
小
学
教
授
書
全

』
の
五
十
音
図
で
は
ア
・
ヤ
・
ワ
行
を

ア

イ

ウ

エ

オ

ヤ

ユ

ヨ

ワ

ヰ

于

ヱ

ヲ

と
区
別
し
て
表
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
期
に
は
ヤ
行
を
「
ヰ
・
ヱ
」
と
し
た
例
（
『
倭
字
古
今
通
例

全
書
』
ほ
か
）

も
あ
り
（
馬
渕
和
夫
『
五
十
音
図
の
話
』1

9
9
3

）
、
ア
・
ヤ
・
ワ
行
の
ｉ
列
・
ｅ
列
の
混
用
を
窺

わ
せ
る
。

と
こ
ろ
が
、
奈
良
時
代
ま
で
遡
る
と
ア
行
の
エ/

e
/

と
ヤ
行
の
エ/

y
e
/

と
は
截
然
と
書
き
分
け
ら
れ
て

い
る
（
ヤ
行
の
イ/

y
i
/

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
馬
渕
和
夫
「
万
葉
集
の
音
韻
」
は
存
在
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
『
萬

葉
集
講
座
』
第
三
巻1

9
7
3

）
。
動
詞
の
終
止
形
は
ｕ
列
音
で
終
わ
り
、
ア
行
は
ウ
、
ヤ
行
で
は
ユ
と
区
別
で

え

う

き
る
。
例
え
ば
口
語
の
下
一
段
動
詞
「
得
る
」
は
文
語
で
下
二
段
動
詞
「
得
」
で
あ
り
、
未
然
、
連
用
、

う

命
令
形
は
エ
で
あ
る
。
こ
の
「
得
」
が
完
了
の
助
動
詞
タ
リ
や
接
続
助
詞
テ
を
伴
っ
た
場
合
の
一
字
一
音

節
の
音
仮
名
を
見
る
と
、

え

や
す

み

こ

〇

・
得
か
て
に
す
と
い
ふ
安
見
兒
衣
た
り

（
�
九
五
）

〇

・
す
り
袋
今
は
衣
て
し
か

（
�
四
一
三
三
）

〇

・
龍
の
馬
も
今
も
愛
て
し
か

（
�
八
〇
六
）

〇

・
雁
を
使
ひ
に
衣
て
し
か
も
（
�
三
六
七
六
）

え

え

こ

と
「
衣
」
「
愛
」
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
が
、
同
じ
下
二
段
動
詞
で
も
終
止
形
が
ユ
と
な
る
ヤ
行
の
「
越
ゆ
」

た

は

み

（
「
絶
ゆ
」
「
生
ゆ
」
「
見
ゆ
」
な
ど
）
の
未
然
形
、
連
用
形
の
エ
の
仮
名
は
、

〇

〇

・
手
兒
の
呼
坂
古
要
が
ね
て

（
�
三
四
四
二
）

あ
れ

〇

〇

・
顧
み
ず
我
は
久
江
行
く

（
�
四
三
七
二
）

〇

〇

あ

・
生
駒
山
古
延
て
そ
我
が
来
る
（
�
三
五
八
九
）

〇

〇

あ

・
生
駒
の
山
を
故
延
て
そ
我
が
来
る
（
�
三
五
九
〇
）

と
「
要
・
延
／
江
」
で
表
記
さ
れ
て
い
て
「
衣
」
で
は
書
か
れ
る
こ
と
が
な
い
（
／
以
下
は
訓
仮
名

）
。
こ

６



の
よ
う
な
手
順
で
エ
の
仮
名
を
整
理
す
る
（
哀
・
埃
『
日
本
書
紀
』
）
と
、

ア
行

え

衣
・
依
・
愛
・
哀
・
埃
／
榎
・
得
・
荏

〔
榎
木
、
得
も
名
付
く
、
感
動
の
え
〕

ヤ
行

え

ひ
め

え
だ

え

延
・
要
・
曳
・
叡
・
遙
／
江
・
吉
・
兄
・
枝
・
柄

〔
兄
媛
、
入
江
、
枝
、
吉
し
〕

の
よ
う
に
ア
行
と
ヤ
行
と
で
区
別
で
き
、
交
錯
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

え
は

や
し

し

し

・
江
林
に
や
ど
る
猪
鹿
や
も

（
�
一
二
九
二
）

え

は
や
し

の
「
江
林
」
を
「
榎
の
林
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
仮
名
違
い
の
点
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

さ

さ

ら

え

を
と

こ

・
山
の
端
の
左
佐
良
榎
壮
子

〇

（
左
注
で
「
佐
散
良
衣
壮
子
」
）

（
�
九
八
三
）

え

を

と

こ

・
あ
な
に
や
し
愛
袁
登
古
を

（
神
代
記
）

・
あ
な
に
ゑ
や
可
愛
少
男
を

え

可
愛
、
此
を
ば
哀
と
い
ふ

（
神
代
紀
）

〇

の
『
万
葉
集
』
と
『
古
事
記
』
の
仮
名
表
記
「
エ
を
と
こ
」
の
例
は
、
そ
の
意
味
が
『
日
本
書
紀
』
の
訓

え

注
「
可
愛
」
か
ら
、
「
吉
し
」
で
「
良
い
若
者
」
の
意
で
は
な
く
、
「
か
わ
い
い
若
者
」
の
意
と
判
断
で
き

る
（
『
新
編
古
典
全
集
』1

9
9
4

）

な
ど
、
仮
名
の
書
き
分
け
に
よ
る
用
法
は
、
語
義
・
語
構
成
・
語
法
の
正

し
い
解
釈
を
決
定
づ
け
る
点
か
ら
も
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
巻
�
の
大
伴
家
持
の
歌
に
は
「
岩

〇

〇

根
踏
み
山
古
衣
野
行
き
（
�
四
一
一
六
）
」
と
ヤ
行
の
エ/

y
e
/

で
あ
る
べ
き
「
越
え
」
の
エ
を
表
す
の
に
、

ア
行
の
エ/

e
/

の
仮
名
で
あ
る
「
衣
」
を
使
用
し
て
い
る
違
例
が
一
箇
所
あ
る
。
違
例
は
語
義
・
語
法
の

考
察
を
す
る
点
で
は
難
題
と
な
る
。
し
か
し
逆
に
、
『
万
葉
集
』
の
巻
�
に
は
破
損
が
あ
っ
て
平
安
時
代

の
中
期
以
前
に
修
理
し
た
時
に
、
こ
の
よ
う
な
違
例
を
生
じ
さ
せ
た
と
す
る
説
（
大
野
晋
「
万
葉
集
巻
十
八

の
本
文
に
就
い
て
」
『
国
語
と
国
文
学
』1

9
4
7
．
4

）

に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
た
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
五
十
音
図
で
い
う
ア
行
と
ヤ
行
の
「
エ
」
は
行
（
子
音
）
を
異
に
し
、
平
安
中
期
の
天
暦

年
間
（9

4
7

～9
5
7

）
ご
ろ
以
降
か
ら
発
音
の
違
い
に
基
づ
く
仮
名
の
用
法
上
の
区
別
が
な
く
な
っ
た
（
大

こ

げ
ん

え

え

べ
ん

矢
透
『
古
言
衣
延
辨
証
補
』1

9
0
7

）
と
い
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
記
紀
『
万
葉
集
』
な
ど
の
奈
良
時
代
の

文
献
で
は
、
発
音
が
言
い
分
け
聞
き
分
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
書
き
分
け
ら
れ
た
実
態
を
知
る
。

以
下
、
説
明
の
手
順
か
ら
い
え
ば
逆
転
す
る
が
、
通
説
の
上
代
八
母
音
説
に
従
え
ば
、
す
で
に
見
て
き

た
エ
の
他
に
も
、
上
代
で
は
ａ
・
ｉ
・
ｕ
・
ｅ
・
ｏ
の
五
母
音
に
加
え
�
・
�
・
�
の
中
舌
母
音
が
存
在

し
、
キ
・
ギ
・
ヒ
・
ビ
・
ミ
／
ケ
・
ゲ
・
ヘ
・
ベ
・
メ
／
コ
・
ゴ
・
ソ
・
ゾ
・
ト
・
ド
・
ノ
・
（
モ
）
・

ヨ
・
ロ
の
二
十
音
（
清
音
十
三
音
、
モ
は
『
古
事
記
』
に
特
有
）

に
発
音
の
違
い
に
基
づ
く
二
系
列
の
仮
名
グ

ル
ー
プ
（
甲
類
・
乙
類
）
の
書
き
分
け
が
存
在
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
般
に
「
上
代
特
殊
仮

名
遣
い
」
と
い
い
、
そ
の
主
要
な
特
殊
仮
名
（
点
線
部
左
側
は
訓
仮
名
）

を
類
別
に
次
表
で
示
す
。

キ

ギ

ヒ

ビ

ミ

ケ

ゲ

ヘ

ベ

メ

コ

ゴ

ソ

ゾ

ト

ド

ノ

ヨ

ロ

類

吉
伎
祇
藝
比
卑

妣
弥
美

家
計
牙
雅
敝
弊
辨
便
賣
馬

古
故
呉
胡
蘇
素
俗

刀
斗
度
渡
努
怒
用
欲
路
漏

７



よ

ノ

な

か

は

先
の
大
伴
旅
人
歌
を
例
に
挙
げ
る
と
、
初
句
「
余
能
奈
可
波
」
で
は
ヨ
と
ノ
と
が
特
殊
仮
名
遣
い
に

該
当
す
る
。
「
よ
の
な
か
～
」
の
類
句
は
五
音
節
句
で
頻
度
順
位２

０

位４
０

例
あ
る
（
日
吉
『
万
葉
集
表

記
別
類
句
索
引
』1

9
9
2

）

が
、
仮
名
表
記
に
限
れ
ば
、
巻
�
�
�
に

・
余
能
奈
可

・
余
能
奈
迦

・
余
乃
奈
可

・
余
乃
奈
迦

・
与
能
奈
可

・
餘
乃
奈
加

９

例６

世

種
で
あ
り
「
よ
」
に
は
「
余
・
与
・
餘
」
（
乙
類
）
を
使
い
、
ノ
に
は
「
能
・
乃
」
（
乙
類
）
を
使

よ

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
一
音
節
語
で
も
、
「
夜
」
の
意
味
の
仮
名
書
例
を
見
る
と
「
欲
・
用
」
（
甲

類
）
を
用
い
て
「
余
・
与
・
餘
／
世
・
四
」
な
ど
は
用
い
な
い
。
ノ
に
つ
い
て
も
ノ
の
仮
名
に
は
「
努
・

弩
／
野
」
（
甲
類
）
も
あ
る
の
に
助
詞
の
ノ
に
は
乙
類
し
か
用
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
「
た
の
し
～
」
は
、

巻
�
に
「
多
努
之
～
、
多
努
斯
～
、
多
努
志
～
」
と３

例
と
も
甲
類
を
使
う
。

こ
の
書
き
分
け
の
存
在
に
初
め
て
気
づ
い
た
の
は
本
居
宣
長
で
あ
る
（
『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
「
仮
字
の
事
」
）

が
、
む
ろ
ん
そ
れ
が
発
音
の
違
い
に
基
づ
く
書
き
分
け
で
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
語
彙
（
意
味
）

お
く

の
や

が
異
な
る
か
ら
仮
名
遣
い
が
異
な
る
と
い
う
よ
う
に
判
断
し
た
の
は
、
弟
子
の
石
塚
龍
麿
『
仮
字
遣
奥
山

ま
じ路

』
（
三
巻
）
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
「
此
等
の
仮
名
の
区
別
が
奈
良
朝
又
は
其
以
前
に
あ
っ
た
音
韻
上
の
差

別
に
基
く
も
の
で
あ
る
」
こ
と
の
指
摘
は
、
石
塚
龍
麿
か
ら
百
年
を
経
て
橋
本
進
吉
「
国
語
仮
名
遣
研
究

史
の
一
発
見
ー
石
塚
龍
麿
の
仮
字
遣
奥
山
路
に
つ
い
て
ー
」
（
『
帝
国
文
学
』1

9
1
7
．
1
1

『
文
字
及
仮
名
遣
の
研

究
』1

9
4
7

所
收
）

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

上
代
文
献
を
扱
う
上
で
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
の
知
識
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
今
日
ま
で
に
、

か
み

か
み

ひ

ひ

ひ

け

あ
さ

け

�
「
上
・
神
」
「
日
・
火
」
「
日
に
異
に
・
朝
に
日
に
」
な
ど
甲
乙
類
の
相
違
に
よ
る
語
源
・
語
彙

ｍ

ｏ

＋

ｍ

ｏ

も
も

ｍ

ｕ

＋

ｒ

ｏ

む
ろ

ｋ

�

�
同
一
語
根
（
結
合
単
位
）
内
で
は
オ
列
甲
類＋

オ
列
甲
類＝

百
、
ウ
列＋

オ
列
甲
類＝

室
、
オ
列
乙

＋

ｔ

�

こ
と

ｏ

＋

�

類＋

オ
列
乙
類＝

琴
の
結
合
は
あ
る
が
、
オ
列
甲
類＋

オ
列
乙
類
と
い
う
結
合
は
な
い
、
な
ど
の
音

節
結
合
の
法
則
（
有
坂
秀
世
『
国
語
音
韻
史
の
研
究
』1

9
5
7

）

�
「
乙
類
エ
列
と
ア
列
音
」
酒
坏＝

s
a
k

�
→

s
a
k
a
d
u
k

�

、
「
乙
類
イ
列
と
ウ
列
音
」
月
夜＝

t
u
k

�
→

t
u
k

u
y
o

、
「
乙
類
イ
列
と
乙
類
オ
列
」
木
立＝

k
�
→

k
�
d
a
t
i

な
ど
の
母
音
の
交
替
現
象

�
活
用
形
と
特
殊
仮
名
遣
い
の
関
係
（
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
命
令
形
接
続
）
（
動
詞
の
み
掲
載
）

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

四
段
（
カ
・
ハ
・
マ
行
）

イ
列
甲

エ
列
乙

エ
列
甲

カ
行
変
格
活
用

コ

乙

キ

甲

コ

乙

岐
枳

必
嬪
婢
鼻
民

祁
鷄
夏

覇
陛
別

面

孤

吾
後
宗
祖

土

弩

容

甲

寸
杵

日
檜

三
見

異
来

部
邊

女
婦

子
籠

十
麻

門
利

野

夜

類

奇
紀
疑
宜
非
悲
備

未
味

氣
既
宜
義
閇
倍

米
梅

己
許
其
期
曽
増
叙
序
等
登
杼
騰
乃
能
余
與
呂
里

貴
記
義

肥
飛

尾
微

拜

巨
去
碁

所
則
賊

得

餘
誉
侶

乙

木
城

火
干

身
実

毛
食

戸
経

目
眼

木

衣
背

跡
常

笶
箟
世
四

８



上
一
（
カ
・
マ
行
）

イ
列
甲

イ
列
甲

イ
列
甲

イ
列
甲

イ
列
甲

イ
列
甲

上
二
（
カ
・
ハ
・
マ
行
）

イ
列
乙

イ
列
乙

イ
列
乙

下
二
（
カ
・
ハ
・
マ
行
）

エ
列
乙

エ
列
乙

エ
列
乙

な
ど
を
究
明
し
て
き
た
。
橋
本
進
吉
以
降
、
大
野
晋
『
上
代
仮
名
遣
の
研
究
』1

9
5
3

ほ
か
に
よ
っ
て
通
説

化
す
る
に
至
っ
た
八
母
音
説
が
、
近
年
、
五
母
音
説
を
主
張
す
る
松
本
克
己
「
古
代
日
本
語
母
音
組
織
考
」

1
9
7
5
．
3

（
『
古
代
日
本
語
母
音
論
ー
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
再
解
釈
』1

9
9
5

所
收
）
、
森
重
敏
「
上
代
特
殊
仮

名
遣
と
は
何
か
」1

9
7
5
．
9

（
『
上
代
特
殊
仮
名
音
義
ー
五
十
音
図
的
音
韻
体
系
の
論
ー
』1

9
8
4

所
收
）
、
森

重
敏
『
続
上
代
特
殊
仮
名
音
義
ー
乙
類
仮
名
を
含
む
語
彙
の
攷
ー
』1

9
8
7

、
六
母
音
説
を
主
張
す
る
服
部

四
郎
「
日
本
語
は
六
母
音
で
あ
る
」
（
『
言
語5

-
1
2

』1
9
7
6
．
1
2
）

な
ど
に
よ
っ
て
再
考
さ
れ
、
八
母
音
が
均

質
な
も
の
で
は
な
く
、
甲
類
と
乙
類
、
あ
る
い
は
イ
・
エ
列
と
オ
列
の
間
な
ど
に
現
れ
方
の
差
異
が
あ
る

な
ど
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

９


